
電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項

上記事項につきましては、法令及び当社定款16条の規定に基づき、書面交付請求をいた
だいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電
子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたします。
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連結注記表
(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等)

１. 連結の範囲に関する事項
(1) 連結子会社の状況

連結子会社の数 13社
連結子会社の名称

ベルテクス株式会社
ベルテクス建設株式会社
株式会社ホクコンプロダクト
北関コンクリート工業株式会社
ユニバーサルビジネス企画株式会社
東北羽田コンクリート株式会社
九州ベルテクス株式会社
ホクコンマテリアル株式会社
株式会社ウイセラ
株式会社Ｍ・Ｔ技研
アイビーソリューション株式会社
株式会社ハネックス・ロード
プロフレックス株式会社

連結の範囲の変更
　当連結会計年度より、新たに株式を取得したプロフレックス株式会社を連結の範囲に含めておりま
す。

(2) 主要な非連結子会社の名称等
主要な非連結子会社の名称

ゼニス羽田テクノ株式会社、Vertex Tec Vietnam Co., Ltd.
連結範囲から除いた理由
　非連結子会社２社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合
う額）及び利益剰余金(持分に見合う額)等は、連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであり
ます。

(3) 議決権の過半数を自己の計算において所有している会社等のうち子会社としなかった会社等の名称等
　該当事項はありません。

(4) 支配が一時的であることと認められること等により、連結の範囲から除かれた子会社の財産又は損益に
関する事項
　該当事項はありません。
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２. 持分法の適用に関する事項
(1) 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数及び会社等の名称

持分法を適用した関連会社の数 １社
主要な関連会社の名称

株式会社エヌエクス

(2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称等
主要な非連結子会社の名称

ゼニス羽田テクノ株式会社、Vertex Tec Vietnam Co., Ltd.
持分法を適用しない理由
　持分法を適用しない非連結子会社は、それぞれ当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見
合う額)等からみて、持分法の対象から除いても、連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体
としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

(3) 議決権の100分の20以上、100分の50以下を自己の計算において所有している会社等のうち関連会社
としなかった会社等の名称等
　該当事項はありません。

(4) 持分法の適用の手続について特に記載すべき事項
　該当事項はありません。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の決算日は、連結会計年度と一致しております。

４. 会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定)

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

② デリバティブ取引により生じる正味の債権(及び債務)の評価基準及び評価方法
時価法

③ 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっております。

1. 商品、製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品…総平均法
2. 未成工事支出金…個別法
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産(リース資産を除く)

1. 定率法によっております。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降
に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。

2. 取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、一括償却資産として３年間で
均等償却する方法によっております。

② 無形固定資産(リース資産を除く)
　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)による定額法、それ以外
の無形固定資産については定額法によっております。

③ リース資産
　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

④ 長期前払費用
　均等償却によっております。なお、主な償却期間は、５年であります。

(3) 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う
分を計上しております。

③ 工場閉鎖損失引当金
　連結子会社の工場閉鎖に伴い発生する損失に備えるため、当該損失見込額を計上しております。

④ 株式給付引当金
　従業員株式付与規程に基づく従業員の当社株式又は金銭の給付に備えるため、当連結会計年度末
に係る要給付額を見積り計上しております。

(4) 重要な収益及び費用の計上基準
　当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当
該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
① コンクリート事業

コンクリート事業においては、各種コンクリート製品の製造及び販売、コンクリート製品を設置す
る工事を行っております。このような商品及び製品の販売については、製品を顧客に引き渡した時点
で収益を認識しております。なお、商品の販売のうち、連結子会社が代理人に該当すると判断したも
のについては、他の当事者が提供する商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除
した純額を収益として認識しております。
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工事については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、期間がごく短い工事を除い
て履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。なお、履行義務の充足に係る進捗
度の見積りの方法は、工事原価総額に対する工事発生原価の割合（インプット法）で算出しておりま
す。

② パイル事業
パイル事業においては、各種工法によるパイル製品の製造及び販売、パイル製品を設置する工事を

行っております。このような商品及び製品の販売については、製品を顧客に引き渡した時点で収益を
認識しております。なお、商品の販売のうち、連結子会社が代理人に該当すると判断したものについ
ては、他の当事者が提供する商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額
を収益として認識しております。

工事については、期間がごく短い工事が主であることから工事が完成した一時点で収益を認識して
おります。

③ 防災事業
防災事業においては、各種防災製品の製造及び販売、防災製品を設置する工事を行っております。

このような商品及び製品の販売については、製品を顧客に引き渡した時点で収益を認識しておりま
す。なお、商品の販売のうち、連結子会社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事
者が提供する商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認
識しております。

工事については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、期間がごく短い工事を除い
て履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。なお、履行義務の充足に係る進捗
度の見積りの方法は、工事原価総額に対する工事発生原価の割合（インプット法）で算出しておりま
す。

(5) 退職給付に係る会計処理の方法
① 退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法に
ついては、期間定額基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
　発生時の連結会計年度に費用処理しております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用
　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都
合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(6) のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、その効果の発現する期間を個別に見積り、均等償却しております。
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(会計方針の変更)
　(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下
「時価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針
第27－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来
にわたって適用することとしております。これによる連結計算書類に与える影響はありません。

(会計上の見積りに関する注記)
のれんの評価
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

当連結会計年度において、のれん3,603,383千円を計上しております。

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

当社は、2022年10月4日付でプロフレックス株式会社の全株式を取得し、連結子会社化した際に
のれんが発生しております。

プロフレックス株式会社の株式の取得原価を決定するにあたっては、外部専門家を利用し、同社の
事業計画を基礎とする将来キャッシュ・フローの割引現在価値等に基づき算定された株式価値評価を
基礎として決定しており、のれんは超過収益力を検討して計上しております。

のれんについては、減損の兆候の有無を検討し、減損の兆候を識別した場合には、のれんの残存償
却期間に対応する期間における割引前将来キャッシュ・フローを事業計画に基づいて算定し、帳簿価
額と比較して減損損失の認識の要否を判定しています。減損損失の認識が必要と判定された場合、当
該のれんについては、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として認識しています。当連
結会計年度においては、取得原価のうち、のれんに配分された金額が相対的に多額であるため、減損
の兆候があると判定しておりますが、最新の事業計画に基づくのれんの残存償却期間における割引前
将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を上回っていることから、減損損失は認識しておりませ
ん。
② 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定

将来キャッシュ・フローの見積りについては対象会社の直近の事業計画達成状況、販売実績や販売
予測、対象会社を取り巻く経営環境、及び市場の動向等に基づいて策定され、対象会社の最新の事業
計画を基礎として算出しております。事業計画の主要な仮定は売上高成長率、粗利率の予測であり、
過去の実績及び受注の獲得予測を考慮して決定しております。
③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

当該主要な仮定は、不確実性が高く、将来の予測可能な事業環境の変化などによって、将来キャッ
シュ・フローが悪化した場合、減損損失の認識により翌連結会計年度の連結計算書類に影響を与える
可能性があります。
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建物及び構築物 866,670 千円
土地 4,617,761 千円
投資有価証券(譲渡担保) 37,305 千円

計 5,521,736 千円

(追加情報に関する注記)
従業員に対する株式給付信託

(1) 制度の概要
当社は、2022年５月に、当社及び当社グループ会社（以下、「当社等」といいます。）の従業員に

対するインセンティブ・プランの一環として、当社等の中長期的な業績の向上及び企業価値の増大への
当社等の従業員の貢献意欲や士気を高めるため、「従業員向け株式給付信託」（以下、「本制度」とい
い、本制度に基づき設定される信託を「本信託」といいます。）を導入しております。

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する本信託が当社株式を取得し、あらかじめ当社取
締役会で定めた従業員株式付与規程に基づき、一定の受益者要件を満たした当社等の従業員に対し、当
社株式及び当社株式の時価相当額の金銭を給付する仕組みです。

当社は、対象となる当社等の従業員に対して、従業員株式付与規程に基づき業績評価や貢献度に応じ
てポイントを付与し、一定の受益者要件を満たした場合には、所定の手続きを行うことにより、当該付
与ポイントに応じた当社株式等を給付します。なお、当該信託設定に係る金銭は全額を当社が拠出する
ため、当社等の従業員の負担はありません。

本制度の導入により、当社等の従業員は、当社株式の株価上昇による経済的利益を収受することがで
きるため、株価を意識した業績向上への勤労意欲を高める効果が期待できます。また、本信託の信託財
産である当社株式についての議決権行使は、受益者要件を満たす当社等の従業員の意思が反映されるた
め、当社等の従業員の経営参画意識を高める効果が期待できます。

上記の当連結会計年度末の負担見込額については、「株式給付引当金」として計上しております。
 

(2) 信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に

自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計年度末
398,784千円、402,000株であります。

退職給付制度の変更
当社及び一部の連結子会社は、2022年４月１日に一部の退職一時金制度について確定拠出年金制度へ移

行しました。この移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業
会計基準適用指針第１号 2016年12月16日改正）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務
上の取扱い」（実務対応報告第２号 2007年２月７日改正）を適用し、当連結会計年度において退職給付
制度一部終了益56,253千円を特別利益に計上しております。

(連結貸借対照表に関する注記)
１. 担保に供している資産及び担保付債務
(1) 担保に供している資産
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電子記録債務 64,516 千円
買掛金 30,066 千円
短期借入金 820,000 千円
長期借入金(1年以内返済予定の長期借入金を含む) 653,745 千円

計 1,568,327 千円

２. 有形固定資産の減価償却累計額 25,916,365 千円

受取手形裏書譲渡高 695,860 千円

普通株式 30,553,350 株

決議 株式の種類 配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2022年６月29日
定時株主総会 普通株式 719 80.00 2022年

３月31日
2022年

６月30日

決議 株式の
種類

配当金の総額
(百万円)

配当の
原資

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2023年６月29日
定時株主総会 普通株式 801 利益

剰余金 30.00 2023年
３月31日

2023年
６月30日

普通株式 398,670 株

(2) 担保付債務

３. 保証債務及び手形遡及債務等

(連結株主資本等変動計算書に関する注記)
１. 当連結会計年度の末日における発行済株式の総数

２. 配当に関する事項
(1) 配当金支払額

（注）当社は2022年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。上記に
ついては、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（注）配当金の総額については、株式給付信託に対する配当金支払額12百万円を含んでおります。

３. 当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目
的となる株式の種類及び数
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(金融商品に関する注記)
１. 金融商品の状況に関する事項
(1) 金融商品に対する取組方針

　当社グループは、主にコンクリート製品の製造販売事業を行うための設備投資計画に照らして、必要
な資金(主に銀行借入)を調達しております。一時的な余資は安全性の高い銀行預金で運用し、また、短
期的な運転資金を銀行借入により調達しております。デリバティブは、借入金の金利変動リスクを回避
するために利用し、投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形、売掛金及び契約資産並びに電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されて
おります。投資有価証券は、主に取引先企業との業務又は資本提携等に関連する株式であり、市場価格
の変動リスクに晒されております。また、従業員に対し長期貸付を行っております。
　営業債務である支払手形及び買掛金並びに電子記録債務は、そのほとんどが１年以内の支払期日であ
ります。借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、設備投資及び営業取引に必要な資
金の調達を目的としたものであり、返済期限は決算日後、最長で10年後であります。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理
　当社グループは、社内規程等に従い、営業債権について主要な取引先の状況を定期的にモニタリン
グし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期
把握や軽減を図っております。
　投資有価証券は、上場株式について定期的に時価の把握を行っております。
　当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表
価額により表わされています。

② 市場リスクの管理
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体(取引先企業)の財務状況等を把握し、取引先企業と
の関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③ 資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理
　当社グループでは、各社が月次に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持などに
より流動性リスクを管理しております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用すること
により、当該価額が変動することもあります。

(5) 信用リスクの集中
　当期の連結決算日現在における営業債権のうち特定の大口顧客に対するものはありません。
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連結貸借対照表計上額 時価 差額
(1)投資有価証券

その他有価証券 737,066 737,066 ―
(2)長期貸付金（１年内含む） 29,278

貸倒引当金(＊3) △3
29,274 29,852 578

資産計 766,341 766,919 578
(3)長期借入金（１年内含む） 2,151,527 2,164,519 12,992
(4)リース債務（１年内含む） 4,579 4,466 △113

負債計 2,156,106 2,168,985 12,878

区分 連結貸借対照表計上額
非上場株式 462,470
出資金 11,780

合計 474,250

２. 金融商品の時価等に関する事項
　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

(単位：千円)

(＊1) 「現金及び預金」「受取手形、売掛金及び契約資産」「電子記録債権」「支払手形及び買掛金」「電
子記録債務」「短期借入金」及び「未払法人税等」については、現金及び短期間で決済されるため時
価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

(＊2) 市場価格のない株式等は、「（1）投資有価証券」に含まれておりません。
当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

(単位：千円)

(＊3) 長期貸付金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

3.金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレ

ベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当

該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価

の算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそ
れぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しておりま
す。
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区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
　その他有価証券

株式 737,066 － － 737,066

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期貸付金 － 29,852 － 29,852
資産計 － 29,852 － 29,852

長期借入金 － 2,164,519 － 2,164,519
リース債務 － 4,466 － 4,466

負債計 － 2,168,985 － 2,168,985

（1）時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：千円）

（2）時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されている
ため、その時価をレベル１の時価に分類しております。

長期貸付金
　長期貸付金の時価の算定は、一定の期間ごとに分類し、与信管理上の信用リスク区分ごとに、
その将来キャッシュ・フローと国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率を
基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。また、貸倒懸念
債権の時価は、同様の割引率による見積キャッシュ・フローの割引現在価値、又は、担保及び保
証による回収見込額等を基に割引現在価値法により算定しており、時価に対して観察できないイ
ンプットによる影響額が重要でないためレベル２の時価に分類しております。

長期借入金、並びにリース債務
　これらの時価については、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した
利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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(単位：千円)
連結貸借対照表計上額 連結決算日における時価

3,327,230 4,995,945

(単位：千円)
報告セグメント

その他 合計コンクリート
事業 パイル事業 防災事業 計

売上高
一時点で移転される財 26,310,600 3,072,323 4,674,685 34,057,609 2,596,370 36,653,979
一定の期間にわたり移転される財 891,558 973,009 235,088 2,099,656 29,944 2,129,600
顧客との契約から生じる収益 27,202,158 4,045,332 4,909,773 36,157,265 2,626,314 38,783,580

その他の収益(注) ― ― ― ― 311,723 311,723
外部顧客への売上高 27,202,158 4,045,332 4,909,773 36,157,265 2,938,038 39,095,303

(賃貸等不動産に関する注記)
１. 賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社グループは、東京都及びその他の地域において遊休資産及び賃貸用不動産を有しております。
2023年３月期における当該賃貸等不動産に係る賃貸損益は178,958千円(賃貸収益は売上高に、賃貸費
用は売上原価に計上)であります。

２. 賃貸等不動産の時価に関する事項

(注) 1. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であ
ります。

2. 時価の算定方法
一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考えられる指標を用いて調整した金額によって
おります。

(収益認識に関する注記)
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。

(注) その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸料収入等であります。

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等」の「４．会計方針に関する事項

（4）重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

－ 11 －



当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権(期首残高) 12,607,972
顧客との契約から生じた債権(期末残高) 12,633,287
契約資産(期首残高) 81,811
契約資産(期末残高) 87,648
契約負債(期首残高) 244,682
契約負債(期末残高) 233,780

１. １株当たり純資産額 1,190円24銭
２. １株当たり当期純利益 140円86銭
３. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益 138円93銭

３．当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
契約資産及び契約負債の残高等

(単位：千円)

　契約資産は主に、進行基準の工事売上に係る工事未収入金であり、連結貸借対照表上、流動資産の
「受取手形、売掛金及び契約資産」に含まれております。
　契約負債は主に、製品の引渡前に顧客から受け取った対価であり、連結貸借対照表上、流動負債の
「その他」に含まれております。

(１株当たり情報に関する注記)

(注) 1. 当社は2022年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。こ
れに伴い、当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額、
1株当たり当期純利益及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益を算定しております。

　　   2. 株式給付信託により、信託口が保有する当社株式を1株当たり純資産額、1株当たり当期純利益
及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自
己株式に含めております。（当連結会計年度　402,000株）

(重要な後発事象に関する注記)
(自己株式の取得)

当社は、2023年５月11日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適
用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしました。
１.自己株式の取得を行う理由

株主還元の充実と、資本効率の向上及び経営環境の変化に応じた機動的な資本政策を実行するため。
２.取得に係る事項の内容

(1) 取得する株式の種類　　　当社普通株式
(2) 取得しうる株式の総数　　215,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合0.80％）
(3) 株式の取得価額の総額　　３00,000,000円（上限）
(4) 取得期間　　　　　　　　2023年5月15日～2023年7月31日
(5) 取得方法　　　　　　　　東京証券取引所における市場買付け
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個別注記表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１. 資産の評価基準及び評価方法
有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社株式及び関連会社株式       移動平均法による原価法
② その他有価証券

市場価格のない株式等                移動平均法による原価法
２. 固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リース資産を除く）
① 定率法によっております。

ただし、建物附属設備については定額法によっております。
② 取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、一括償却資産として３年間で

均等償却する方法によっております。
(2)無形固定資産（リース資産を除く）

自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）による定額法、それ以
外の無形固定資産については定額法によっております。

３. 引当金の計上基準
(1) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を
計上しております。

(2) 株式給付引当金
従業員株式付与規程に基づく従業員の当社株式又は金銭の給付に備えるため、当事業年度末に係る

要給付額を見積り計上しております。

4. 収益及び費用の計上基準
当社の収益は、主に子会社からの経営指導料及び受取配当金となります。経営指導料においては、

子会社への契約内容に応じた受託業務を提供することが履行義務であり、業務が実施された時点で当
社の履行義務が充足されることから、当該時点で収益及び費用を認識しております。受取配当金につ
いては、配当金の効力発生日をもって認識しております。

（会計上の見積りに関する注記）
関係会社株式の評価

(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額
関係会社株式（プロフレックス株式会社）　　　　2,643,818千円

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 算出方法

関係会社株式は市場価格のない株式であり、取得原価をもって貸借対照表価額としております。
当該関係会社株式の評価にあたっては、超過収益力を反映した実質価格が著しく低下したときに減
損処理を行いますが、回復可能性が十分と見積られる場合には、減損処理を行わないことがありま
す。超過収益力が当事業年度末日において維持されているか否かを評価する際には、関係会社から
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１. 資産から直接控除した減価償却累計額 17,066 千円

短期金銭債権 149,489 千円
短期金銭債務 105,819 千円
長期金銭債務 4,500,000 千円

関係会社の金融機関からの借入に対する保証債務 2,418,818 千円

営業収益 1,896,837 千円
営業取引（支出分） 364 千円
営業取引以外の取引（支出分） 12,708 千円

普通株式 4,226,805 株

入手することができる直近の実績データを収集し、関係会社の事業計画の達成状況や市場環境等を
総合的に評価して判断しております。
② 主要な仮定

関係会社株式の評価における重要な見積りは、取得時における超過収益力の毀損の有無の判断及
び回復可能性を合理的に判断するための事業計画に含まれる売上高及び営業利益であります。
③ 翌事業年度の計算書類に与える影響

会計上の見積りに用いた仮定は不確実性を有しており、関係会社の属する市場環境や競合他社の
状況により、関係会社株式評価損を計上する可能性があります。

（貸借対照表に関する注記）

２. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
区分表示されたもの以外で当該関係会社に対する金銭債権又は金銭債務の金額は、次のとおりであり

ます。

3. 保証債務

（損益計算書に関する注記）
関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額

（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度末日における自己株式の数

(注) 株式給付信託により、信託口が保有する当社株式を自己株式に含めております。
　　（当事業年度　402,000株）
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賞与引当金 3,637 千円
ストック・オプション 76,441 千円
税務上の繰越欠損金（注）２ 15,753 千円
その他 5,780 千円
繰延税金資産小計 101,612 千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注）２ △15,753 千円
将来減算一時差異の合計に係る評価性引当額 △82,039 千円
評価性引当額小計（注）１ △97,792 千円
繰延税金資産合計 3,820 千円

1年以内 1年超
2年以内

2年超
3年以内

3年超
4年以内

4年超
5年以内 5年超 合計

税務上の
繰越欠損金 (※) ― ― ― ― ― 15,753 15,753

評価性引当額 ― ― ― ― ― △15,753 △15,753
繰延税金資産 ― ― ― ― ― ― ―

法定実効税率 30.6 ％
（調整）
受取配当金等永久に益金算入されない項目 △34.3 ％
住民税均等割等 0.1 ％
評価性引当額の増減額 7.9 ％
その他 △0.1 ％
税効果会計適用後の法人税等の負担率 4.2 ％

（税効果会計に関する注記）
１. 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

（注）１.  評価性引当額が97,792千円増加しております。この増加の主な要因は、ストック・オプショ
ンに係る評価性引当額76,441千円、税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額15,753千円を追加
的に認識したことによるものです。

（注）２.  税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額
(千円)

※税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

２. 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の
原因となった主要な項目別の内訳
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属性 会社等の名称 住所
資本金又
は出資金
（千円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有（被所
有）割合
（％）

関係内容
取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）役員の

兼任等 事業上の関係

連結
子会社 ベルテクス㈱ 東京都

千代田区 100,000
コ ン ク リ ー
ト 二 次 製 品
の製造販売

所有 100 兼任3人
経営の管理
監督・指導
役員の兼任

経営指導料 500,000 未収入金 137,500

受取配当金 1,396,837 － －

資金の借入 3,300,000 長期借入金 4,500,000

支払利息 12,708 － －

１. １株当たり純資産額 271円47銭
２. １株当たり当期純利益 44円90銭
３. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益 44円29銭

（関連当事者との取引に関する注記）
子会社等

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等
① 経営指導料については、経営の管理、監督及び指導するための契約に基づき決定しております。
② 資金の借入については、市場金利を勘案して利率を決定しております。

（収益認識に関する注記）
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「4.収益及び費用の計上基準」に記載のとおりでありま
す。

（１株当たり情報に関する注記）

(注) 1. 当社は2022年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。こ
れに伴い、当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、1株当たり純資産額、1株当
たり当期純利益及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益を算定しております。

　　   2. 株式給付信託により、信託口が保有する当社株式を1株当たり純資産額、1株当たり当期純利益
及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自
己株式に含めております。（当事業年度　402,000株）

（重要な後発事象に関する注記）
（自己株式の取得）

当社は、2023年５月11日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて
適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしました。

詳細につきましては、「連結注記表（重要な後発事象に関する注記）」に記載してあります。
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